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６
月
１
日（
日
）に
チ
カ
モ
リ
遺
跡
公
園
に
お
い
て
「
チ
カ

モ
リ
縄
文
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
時
折
小
雨
が
ぱ

ら
つ
く
天
気
で
し
た
が
、
暑
く
も
な
く
却
っ
て
過
ご
し
や
す

い
日
と
な
り
、
家
族
連
れ
や
友
人
な
ど
沢
山
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

工
夫
を
凝
ら
し
た
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
工
作
な
ど
に
取
り
組
み
、
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
に
思
い

を
馳
せ
ま
し
た
。

チ
カ
モ
リ
縄
文
ま
つ
り

火起こし

縄文アク
セサリー

勾玉づくり

縄文パズル

貫頭衣試着
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・
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
た

・
歴
史
を
感
じ
ら
れ
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
地
域
に
と
っ
て
も
良
い
と
思
っ
た

・
体
験
を
子
ど
も
と
一
緒
に
で
き
て
良
い
機
会
に
な
っ
た

・
食
べ
も
の
が
早
く
に
売
り
き
れ
て
残
念
だ
っ
た

・
体
験
が
新
鮮
だ
っ
た

・
こ
ん
な
も
の
が（
収
蔵
庫
）近
所
に
あ
る
と
は
！
ま
た
ゆ
っ
く
り
見
に
行
き
た
い

・
チ
ェ
キ
が
と
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

・
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た

・
す
ご
く
活
気
が
あ
っ
た

・
歴
史
も
あ
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た

・
ど
こ
に
順
番
を
つ
け
ば
い
い
か
わ
か
り
に
く
か
っ
た

・
子
ど
も
が
お
友
達
と
楽
し
く
過
ご
せ
た　

・
勾
玉
と
火
起
こ
し
を
増
や
し
て
ほ
し
い

・
楽
し
く
、
友
だ
ち
と
遊
べ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た

・
火
起
こ
し
が
で
き
な
く
て
悲
し
か
っ
た

・
満
足
し
た

・
勾
玉
作
り
で
キ
レ
イ
な
石
を
作
る
の
に
、
と
て
も
時
間
が
か
か
っ
た

・
勾
玉
は
白
色
以
外
も
あ
っ
た
ら
よ
か
っ
た

★縄文まつり 参加者アンケートから★

販売

コロコロゲーム

縄文ブリッジ

弓矢・紙飛行機

縄文クイズ

収蔵庫見
学
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5
月
11
日（
日
）
西
南
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
町
会

対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
に
恵
ま
れ
、
各
町
会
よ
り
参
加
し

た
計
12
チ
ー
ム
が
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

試
合
は
前
年
優
勝
、
準
優
勝
チ
ー
ム
が
共
に
初
戦
で
敗
れ

る
波
乱
含
み
の
展
開
と
な
り
、
八
日
市
出
町
町
会
が
新
保
本

町
会
と
の
決
勝
戦
を
制
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ

ん
、
応
援
団
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

令
和
7
年
6
月
18
日
（
水
）
金
沢
市
公
民
館
対
抗
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
西
南
部
代
表
は
、
日

頃
練
習
を
し
て
い
る
西
南
部
Ｇ
Ｇ
Ｃ
と
西
南
部
ふ
れ
あ
い
ク

ラ
ブ
か
ら
、
3
チ
ー
ム
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
6
月
8
日（
日
）
専
光
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
に

て
南
部
地
区
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
西
南
部
公
民
館
チ
ー
ム
は
残
念
な
が
ら
四
十
万
公
民

館
チ
ー
ム
に
敗
れ
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
７
月
6
日（
日
）
金
沢
市
総
合
体
育
館
に
て
南

部
地
区
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
28
チ
ー
ム
参
加
で
、
西
南
部
公
民
館
か
ら
も
2

チ
ー
ム
参
加
。
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
上
が
っ
た
Ｂ
チ
ー
ム
が

見
事
3
位
に
な
り
ま
し
た
。

町
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

南
部
地
区
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

南
部
地
区
公
民
館
対
抗

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

令
和
7
年
6
月
22
日
（
日
）
金
沢
市
総
合
体
育
館
に
て
金

沢
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
西
南
部
代
表
は
、
日
頃
練
習
を
し
て
い
る
西
南
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
か
ら
2
チ
ー
ム
が
「
一
般
の
部
」
と

「
壮
年
の
部
」
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
、「
壮
年
の
部
」
で
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

6
月
7
日
（
土
）
第
74
回
百
万
石
ま
つ
り
の
伝
統
行
事
で

あ
る
「
百
万
石
行
列
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
中
心
部
を
甲
冑

姿
の
武
者
た
ち
が
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
加
賀
八
家
老
行
列
の
槍
隊
・
弓
隊
・
法
螺
貝
・

ド
ラ
・
吹
き
流
し
と
い
っ
た
役
ど
こ
ろ
に
、
一
般
公
募
で
選

ば
れ
た
西
南
部
地
区
の
有
志
20
名
が
「
西
南
部
お
父
さ
ん

ズ
」
と
し
て
参
加
。
勇
ま
し
い
姿
で
行
列
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
西
南
部
町
会
連
合
長
の
中
川
さ
ん
は
加
賀
八
家
老

の
一
人
・
横
山
長
隆
役
を
務
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
汗
ば
む
ほ
ど
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
前
田
利
家
役
、

俳
優
の
石
原
良
純
さ
ん
が
出
陣
の
号
令
を
か
け
る
と
行
列
は

金
沢
駅
東
広
場
前
を
出
発
。
市
内
中
心
街
を
経
て
金
沢
城
公

園
ま
で
威
風
堂
々
と
練
り
歩
き
ま
し
た
。

百
万
石
行
列

金
沢
市
公
民
館
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

金
沢
市
公
民
館
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
チ
ー
ム

　
八
日
市
出
町
町
会
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チ
カ
モ
リ
学
習
会

　

7
月
12
日（
土
）「
縄
文
時
代
と
土
器
文
化
」
を
テ
ー
マ
に

チ
カ
モ
リ
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
、
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
鏡
百
恵

先
生
が
、
チ
カ
モ
リ
遺
跡
と
縄
文
土
器
の

特
徴
や
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

　

後
半
、
実
際
に
縄
文
土
器
風
の
ペ
ン

立
て
を
作
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
で

縄
文
時
代
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
考
え
な
が
ら
楽
し
く
作

業
出
来
ま
し
た
。

　

講
演
と
創
作
で
チ
カ
モ

リ
遺
跡
が
と
て
も
貴
重
で

大
切
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と

を
学
び
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

チカモリ学習会に参加して
　とても上手に土器を作ることが出来てうれしかっ
たです。 中１　中村　健太

　前回と違いクッキーではなく土器を作るというも
のでしたが、班活動ではなく自分で作ることができ
たので、熱中して集中できました。こちらの土器は
コップ以外のさまざまなことに使わせていただきま
す。今回は楽しく活動できました。ありがとうござ
いました。 中２　石黒　　彰

　縄文時代には、細かく分けて草創期から晩期に分
けられるとは知りませんでした。
　チカモリ遺跡と縄文土器の歴史について深く知る
事ができ、特に「縄文」が「縄」という存在が江戸
時代のころから知られていたなんて驚きました。
　縄文土器作り体験では、土器の形状をつくるとこ
ろが一番大変でしたけど、完成したときの達成感は
ものすごかったです。金沢埋蔵文化センターの鏡さ
ん、公民館総務部のみなさん、今日はすてきな体験
や講習をしていただき、ありがとうございました。

中２　荒木　亮輔

　チカモリ学習会に参加して一から土器を作る楽し
さと大変さを知りました。
　自分で作ったペン立て土器をこれから大切に使っ
ていきたいです。 中２　米村　優吾

　チカモリ遺跡や遺跡の調査地点、土器にもいろん
な種類があることが分かった。
　そしてペン立てを作るのが楽しかったです。

中２　仲西　凱音

　前は習わなかった土器のことを勉強できてよかっ
たです。
　土器をつくるのが粘土みたいでおもしろかった。

中２　宮田　灯吾

　チカモリ遺跡と縄文土器についてよく知ることが
できました。
　特に縄文土器という名前が意外と最近ついたのが
びっくりしました。 　中２　脇田　壮真

　高校２年生になって初めて日本史の授業があっ
て、それを踏まえた上で学習会のお話をきくと「こ
こ授業でやったやつだ！」という楽しさと、それが
深まっていく楽しさがありました。普段とても身近
なチカモリ公園も実はすごいところなんだなと知っ
て驚きましたし、今度から見る目が変わるかも知れ
ません。 高２　南　　和李

　縄文土器を初めて作って、楽しかったし、初めて
で時間がかかったけど、最後まで頑張れたので良
かったです。学習会で、縄文時代のことについて 
たくさん知れて良かったし、説明がわかりやすかっ
たです。 小５　南　　朱栞

　初めて縄文土器を作ってみて楽しかったし、むず
かしかったけど上手にできたのでよかったです。

小５　長尾　星奈
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令和7年度　西南部公民館　新体制

金沢の地区公民館は先人達の知恵の結実である「金沢
方式」とよばれる運営方式をとっており、地域の生涯学
習の拠点として極めて充実した活動を展開しています。　　

◎地域における身近な学習の機会と場を提供します。
◎住民同士の心のふれあいを生みだし、地域の連帯感を育みます。
◎さまざまな地域課題の解決に向けた学習活動を推進します。

運営費や施設の整備費の一部は、地元負担によってまかな
われています。

R6年度決算 R7年度予算

R6年度決算 R7年度予算

20,298,000
2,207,700

（3,345世帯）
800,000
422,061
4,114,200
1,594,627
29,436,588

16,390,000
2,218,920
(3,362世帯）
800,000
423,000
4,000,000
1,163,830
24,995,750

9,209,748
11,807,756
7,514,254
904,830

0
29,436,588

10,055,000
6,172,000
7,873,000

－
895,750

24,995,750

令
和
７
年
度
に
向
け
て

　
　

 

館
長和

泉　

文
夫

（
新
保
本
）

　

近
年
、
多
発
す
る
自
然
災
害
、
少
子
高
齢

化
、
高
度
情
報
化
等
と
課
題
の
多
い
現
代
社

会
の
中
、
公
民
館
の
役
割
は
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
地
域
住
民
の
学
び
、
交
流
の
場
と
機

会
の
提
供
の
他
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の

向
上
と
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
べ
く
平
時
か
ら
住
民
同
士
の
「
つ
な
が
り

づ
く
り
」、「
ひ
と
づ
く
り
」、「
地
域
づ
く

り
」
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
の
交
流
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
、

講
座
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
限
ら
れ
た
人
員
と
予
算
の
中
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
公
民
館
は
、

民
間
企
業
、
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
大
学
、

行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら

運
営
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
が
一
体

と
な
り
、
安
心
安
全
で
魅
力
あ
る
地
域
に
な

る
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
み
で
す
が
、

こ
れ
は
反
対
に
公
民
館
の
役
割
の
広
が
り
、

重
要
性
は
無
限
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
、
各
種
団
体

の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
魅
力
あ
る
持
続
可
能
な

地
域
に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ご
協
力
、
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

館　

長	

和
泉
　
文
夫	

新
保
本

主　

事	

水
野
　
昭
子	

西
金
沢
新
中

主
事
補	

野
村
　
則
子	

新
八
日
市
出

　

〃	

冨
樫
真
紀
子	

新
八
日
市
出

会
計
監
査	

當
田
　
輝
幸	

西
金
沢
２

　

 

〃	

作
田
　
明
義	

西
金
沢
新
西

西
南
部
小
学
校
長�

山
岸
　
茂
義

西
南
部
中
学
校
長�

辰
巳
　
　
豊

西
南
部
校
下
町
会
連
合 

会　

長�

中
川
　
俊
一

　
　
　
　

〃　
　
　
　

 

副
会
長�

西
脇
　
孝
二

　
　
　
　

〃　
　
　
　

 

副
会
長�

辻
野
　
智
久

西
南
部
児
童
館
長�

脇
坂
　
弘
明

社
会
福
祉
協
議
会
長�

新
保
　
　
修

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
長�

武
田
　
　
仁

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
長�

髙
蔵
　
捷
一

婦
人
会
長�

岡
田
　
延
子

子
ど
も
会
連
合
会
委
員
長�

冨
樫
　
孝
治

西
南
部
小
学
校
育
友
会
長�

和
田
　
清
児

金
沢
市
第
一
消
防
団
押
野
分
団
長�

松
本
　
幸
久

街
頭
交
通
推
進
隊
長�

清
水
　
誠
一

総
務
部
長	
安
田
　
貴
幸	

西
金
沢
新
西

  

〃  

副
部
長	
南
　
登
志
栄	

西
金
沢
４

	

中
條
　
嘉
宏	

西
金
沢
新
西

	

東
納
　
　
充	

新
保
本

	

長
嵜
　
直
衛	
新
保
本
２

	

大
崎
由
香
里	
新
保
本
３

	

海
古
井
　
滋	
古
府
町
南
２

青
少
年
部
長	

宮
嶋
　
一
雄	
新
保
本

  

〃  

副
部
長	

竹
本
　
健
一	

古
府
町
南
２

  

〃  

副
部
長	

石
田
　
　
歩	

西
金
沢
３

  

〃  

副
部
長	

赤
堀
　
智
也	

西
金
沢
新
西

	

浅
野
喜
代
子	

西
金
沢
４

	

上
野
由
美
子	

西
金
沢
新
中

	

鷲
田
　
　
誠	

八
日
市
出

	

泉
　
み
ち
子	

新
保
本

	

白
山
　
敦
子	

古
府
南
１

	

山
口
　
　
隆	

古
府
町
南
２

体
レ
ク
部
長	

大
橋
　
利
美	

新
保
本
３

  

〃  

副
部
長	

半
村
　
英
樹	

西
金
沢
４

  

〃  

副
部
長	

池
端
　
光
彦	

西
金
沢
２

  

〃  

副
部
長	

原
　
　
俊
玄	

八
日
市
出
東

  

〃  

副
部
長	

六
反
田
美
和
子	

西
金
沢
新
中

	

三
守
　
夏
美	

西
金
沢
３

	

大
竹
口
優
平	

西
金
沢
４

	

山
本
　
　
愛	

西
金
沢
新
東

	

黒
氏
　
彰
吾	

西
金
沢
新
西

	

宮
﨑
　
恭
平	

八
日
市
出

	

寺
井
　
彰
宏	

八
日
市
出
東

	

貞
弘
　
直
也	

新
八
日
市
出

	

北
村
　
　
恒	

新
保
本

	

貞
弘
　
貴
史	

新
保
本
３

	

小
谷
　
周
子	

古
府
南
１

	

小
泉
　
貴
由	

古
府
町
南
２

文
化
教
養
部
長	

小
荒
　
一
良	

西
金
沢
２

  

〃  

副
部
長	

齊
藤
　
雅
之	

古
府
町
南
２

  

〃  

副
部
長	

山
岸
　
　
拓	

古
府
町
南
２

  

〃  

副
部
長	

高
堂
　
昭
子	

西
金
沢
新
中

	

西
澤
　
淑
子	

西
金
沢
２

	

浅
永
　
剛
司	

西
金
沢
新
東

	

堀
　
　
俊
介	

西
金
沢
新
中

	

荒
井
真
寿
美	

八
日
市
出
東

	

臼
井
　
光
人	

新
八
日
市
出

	

恒
岡
　
好
子	

新
保
本
２

	

石
橋
　
昭
代	

古
府
町
南
２

広
報
部
長	

武
藤
　
政
行	

新
保
本

  

〃  

副
部
長	

堂
宮
　
孝
介	

西
金
沢
新
西

  

〃  

副
部
長	

織
田
　
幸
子	

新
保
本
２

	

田
村
　
宏
治	

西
金
沢
２

	

川
原
　
徳
三	

西
金
沢
３

	

河
﨑
　
真
絵	

西
金
沢
４

　
　

 

学
級
長	

岡
田
　
延
子	

西
金
沢
３

	

北
川
　
篤
子	

西
金
沢
２

	

宮
本
　
春
美	

西
金
沢
２

	

石
田
　
　
歩	

西
金
沢
３

	

河
村
　
香
子	

新
保
本
２

	

高
森
　
輝
子	

新
八
日
市
出

	

越
農
ひ
ろ
み	

新
八
日
市
出

	
石
田
　
　
歩	

西
金
沢
３

	

中
山
　
千
賀	

西
金
沢
２

	

今
井
　
和
美	

西
金
沢
新
中

	

土
田
　
澄
代	
西
金
沢
新
中
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令和7年度　西南部公民館　新体制

金沢の地区公民館は先人達の知恵の結実である「金沢
方式」とよばれる運営方式をとっており、地域の生涯学
習の拠点として極めて充実した活動を展開しています。　　

◎地域における身近な学習の機会と場を提供します。
◎住民同士の心のふれあいを生みだし、地域の連帯感を育みます。
◎さまざまな地域課題の解決に向けた学習活動を推進します。

運営費や施設の整備費の一部は、地元負担によってまかな
われています。

R6年度決算 R7年度予算

R6年度決算 R7年度予算

20,298,000
2,207,700

（3,345世帯）
800,000
422,061
4,114,200
1,594,627
29,436,588

16,390,000
2,218,920
(3,362世帯）
800,000
423,000
4,000,000
1,163,830
24,995,750

9,209,748
11,807,756
7,514,254
904,830

0
29,436,588

10,055,000
6,172,000
7,873,000

－
895,750

24,995,750

西
南
部
校
下
町
会
連
合
会
会
長　

中
川　

俊
一

（
八
日
市
出
東
）

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
町
会
活

動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
西
南
部
校
下
町
会
連
合
会
で
は
、

「
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
、

安
心
・
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

防
災
や
見
守
り
活
動
、
地
域
行
事
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代
を
超
え
た
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
人
と
人
と
の
出
会
い
が
絆

と
な
り
地
域
の
力
の
源
に
な
り
ま
す
。

　

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

持
つ
温
も
り
や
支
え
合
い
の
心
は
地
域
の
宝

で
あ
り
、
末
永
く
守
り
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

大
切
に
、
共
に
歩
む
町
会
連
合
会
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
協
力
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

防
犯
交
通
委
員
長　

端　

伸
一
郎

（
新
保
本
第
３
）

　

防
犯
交
通
委
員
長
の
お
役
目
に
い
さ
さ
か

戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
教
え
ご
指

導
を
い
た
だ
き
微
力
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

昔
は
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
と
い
う
言
葉
の

ご
と
く
仲
良
く
ご
近
所
の
付
き
合
い
が
あ
り

ま
し
た
。
今
日
で
は
、
そ
の
言
葉
は
死
語
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
他
人
の
こ
と
に
は
関

心
を
持
た
な
く
な
り
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
事
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
地
域
住
民
同
士
が
気
軽
に
声
を

か
け
合
え
る
雰
囲
気
作
り
が
大
切
で
す
。

　

町
内
会
で
有
志
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

や
夜
廻
り
中
の
挨
拶
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」「
こ
ん
ば
ん
は
」
と

い
っ
た
日
常
的
な
挨
拶
な
ど
の
声
か
け
も
有

効
で
す
。
声
か
け
は
犯
罪
抑
止
に
役
立
ち
犯

罪
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
地
域
全
体
の
安
全
意
識
を
高
め
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

子
供
達
の
登
下
校
に
は
保
護
者
、
見
守
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
員
、
交
番
所
警
察
の
方
々

の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
交
通
安
全
に
気
を
付

け
不
審
者
を
寄
せ
つ
け
な
い
環
境
作
り
に
つ

な
が
り
防
犯
効
果
を
高
め
ま
す
。
皆
様
と
協

力
し
て
安
心
・
安
全
な
街
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
推
進
委
員
長　

水
田　

一
朗

（
西
金
沢
新
町
西
）

　
「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」
と
言
わ
れ
ま
す

通
り
我
々
も
そ
し
て
社
会
全
体
が
健
康
に
関

心
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
健
康
推
進
委
員
と
は
ど
ん
な
役
割

か
と
言
い
ま
す
と
、
西
南
部
校
下
各
町
会
に

お
り
町
会
員
の
皆
さ
ん
に
「
健
康
づ
く
り
」

等
を
率
先
し
て
呼
び
掛
け
や
支
援
を
行
う
役

で
す
。

　

校
下
の
活
動
は
夏
休
み
の
「
親
子
で
ラ
ジ

オ
体
操
」の
参
加
や
、
秋
に
行
わ
れ
る
「
公
民

館
文
化
祭
の
健
康
コ
ー
ナ
ー
」
の
お
手
伝
い

が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
各
町
会
独
自
の
活
動
も
あ
り
「
早
朝

の
歩
こ
う
会
」
や
「
医
療
従
事
者
に
よ
る
健

康
セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

等
、
健
康
推
進
委
員
が
と
り
ま
と
め
て
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
が
沢
山
の
町
会

で
行
わ
れ
、
少
し
で
も
多
く
の
方
が
ご
参
加

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
西
南
部
校
下
の
皆

様
が
健
や
か
に
元
気
で
長
生
き
で
き
ま
す
よ

う
願
い
を
込
め
て
。

防
災
委
員
長　

本
川　

浩
永

（
新
保
本
第
２
）

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
防
災
委
員
長
の
本

川
で
す
。
私
自
身
も
含
め
、
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
防
災
意
識

が
一
層
高
ま
り
、
こ
の
経
験
を
通
じ
て
地
域

の
防
災
活
動
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
防
災
委
員
会
の
中
で
も
、
11
月
２
日

（
日
）に
予
定
し
て
い
る
防
災
訓
練
の
内
容
に

つ
い
て
、
防
災
委
員
や
各
町
会
長
に
よ
る
積

極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練

で
は
、
緊
急
時
や
避
難
時
の
対
応
方
法
を
実

践
し
、
住
民
の
皆
様
が
も
し
も
の
時
に
協
力

し
て
対
処
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
と
協
力
し
な

が
ら
、
地
域
防
災
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
防
災
に
関
す
る
ご
意

見
や
ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

緑
化
美
化
推
進
委
員
長　

浦
田　
　

勇

（
古
府
南
第
１
）

　

私
達
は
常
に
自
然
に
関
わ
っ
て
生
活
し
て

い
ま
す
。
町
会
や
地
域
に
お
い
て
も
、
緑
や

美
し
い
花
を
目
に
す
る
事
で
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
会
の
皆
さ
ん
の
公
園
が
汚
れ
た
り
、
雑

草
に
覆
わ
れ
て
い
た
ら
余
り
印
象
が
良
く
あ

り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
少
し
の
緑
化
・

美
化
に
意
識
を
も
っ
て
生
活
を
す
る
事
で
皆

さ
ん
の
公
園
が
、
地
域
全
体
が
き
れ
い
で
住

み
良
い
町
づ
く
り
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
緑
化
美
化
推
進
委
員
会
が
先
頭

に
立
っ
て
進
め
る
の
が
役
割
で
す
。

　

各
町
会
に
推
進
委
員
が
必
ず
居
ま
す
。
そ

の
方
々
の
声
か
け
で
町
会
や
地
域
を
緑
あ
ふ

れ
る
美
し
い
住
み
良
い
町
づ
く
り
を
し
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
れ
に
は
何
と
言
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
が

意
識
を
持
つ
事
で
、
緑
化
・
美
化
の
取
り
組

み
の
輪
が
広
が
り
、
き
れ
い
な
町
作
り
に
繋

が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

会　

長�

中
川
　
俊
一  

副
会
長�

西
脇
　
孝
二

　

〃�

辻
野
　
智
久

西
金
沢
２
丁
目
町
会�

田
村
　
裕
樹

西
金
沢
３
丁
目
町
会�

川
端
　
良
平

西
金
沢
４
丁
目
町
会�

小
木
孝
一
郎

西
金
沢
新
町
東
町
会�

横
西
　
政
明

西
金
沢
新
町
中
町
会�

小
森
登
志
雄

西
金
沢
新
町
西
町
会�

水
田
　
一
朗

八
日
市
出
町
町
会�

浅
川
　
直
紀

八
日
市
出
町
東
町
会�

林
　
　
孝
幸

新
八
日
市
出
町
町
会�

田
中
　
克
巳

新
保
本
町
会�

藤
井
　
良
子

新
保
本
第
２
町
会�

本
川
　
浩
永

新
保
本
第
３
町
会�

端
　
伸
一
郎

古
府
南
第
１
町
会�

浦
田
　
　
勇

古
府
町
南
第
２
町
会�

源
　
　
義
弘

健
康
は

大
事
な
財
産

「
顔
の
見
え
る
つ
な

が
り
」
を
大
切
に

安
心
安
全
な

街
づ
く
り

き
れ
い
な
町
作
り
へ

能
登
半
島
地
震
か
ら

学
ぶ
防
災
意
識
の
向

上
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編
集
後
記

公
民
館
各
部
紹
介

令
和
７
年
度
年
間
講
座
開
講

部 主な担当事業

総 務 部
二十歳のつどい
チカモリ学習会
遺跡めぐりツアー

青 少 年 部
チカモリ縄文まつり
親子ふれあいワーク
いろは賞表彰式

文化教養部 文化祭
お楽しみバスツアー

体 レ ク 部
町会対抗スポーツ大会
南部・金沢市スポーツ大会
社会体育大会

広 報 部 広報活動全般　HP 管理
館報発行（取材・編集）

事 務 局 公民館事業全般の事務

　

今
年
度
も
各
学
級
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

仲
間
と
一
緒
に
机
を
並
べ
、
色
々
な
こ
と
を
学
び
体
験
し

て
い
き
ま
す
。

①
す
こ
や
か
学
級　
　
　
　
　
　

 

②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
級

　
③
ぶ
ん
か
学
級

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
江
戸
時
代
の
お
米
と

お
金
」
で
す
。

　
「
大
判
小
判
・
金
と
銀
」、「
一
石
と
一
俵
」
な
ど
時
代
劇

で
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
。
銭
屋
五
兵
衛
記
念
館
の
濱
岡
館
長
さ
ん
の
解
説

で
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

④
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　

毎
回
、
血
圧
を
測
り
、
体
調
を
整
え
な

が
ら
、
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
公
民
館
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
チ
カ
モ
リ
縄
文
ま

つ
り
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
委
員
の
メ
ン
バ
ー
も
古
株
の
方
か
ら
初
め
て
の
方
ま
で

い
ら
っ
し
ゃ
り
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
と
新
し
い
ア
イ
デ
ア

の
融
合
に
よ
り
、
今
年
度
も
様
々
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
１
年
間
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！！

広
報
部　

堂
宮
孝
介

　

６
月
に
職
員
が
交
代
し
ま
し
た
。

　

山
本
康
子
さ
ん
が
退
職
さ
れ
、
冨
樫
真
紀
子
さ
ん
が

半
日
事
務
員
と
し
て
勤
め
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

体レク部

青少年部

総務部

文化教養部 広報部

事務局

ボッチャを体験

マイナンバー制度について


